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に対して，公的救済措置はほとんど実施されず， 友愛協会 FriendlySociety 
や労働組合の共済活動にまかされていた。しかしながらそうした労働者聞の相
互扶助も相対的に高い賃金の熟練労働者層に限られており，失業者の多くは受






2) M. Beer， History of British S，οcialism， 3.(ed.)， 1948， Vol. I Part IV Chapter XII.，大島
清訳『イギリ λ社会土義史』帥岩波λ庫，よ9百年』第4編第 3草。












185C年 1，009 (57.4) 123 886 
55年 898 (18.2) 121 776 
60年 845 (42.9) 114 731 
65年 952 (45.6) 131 821 
70年 1，033 (16.5) 157 876 
75年 801 (33.8) 147 654 
80年 808 (31.8) 181 627 
85年 769 (28.6) 184 585 
90年 775 (27.3) 188 587 
95年 797 (26.5) 209 558 
190C年 792 (25.0) 215 577 
1則前回O年| 78.5%( 174.8Y-6' 65.1% 
(注) 1 受救貧民数の中には，浮浪者 V.agrantsと精神薄弱者 Insaneを含む。
2. ( )内は人口千人あたりの受救貧民数。
〈出所) 30th Annual Retort 01 the Local Government Board 1900-1901 
[Cd. 746)， 1901， p.360，より作成。
3) 1834年救賞法改正については，さしあたり，小山路男『西洋社会事業史論』光生館， 1978年，
参照。なお救貧法委員会は1847年に中央救貧庁 PoorLaw Boardに改組され， さらに1871年，
地方政府庁 LocalGovernrnent Boardに統合された。救貧行政が産業革命期のイギりス政府D
中央集権化をすすめるテコの役割を果たしたことは，銘記されるべきだろう(島恭彦『現代の国
家と財政の理論』三一書房z 第刃版， 1961年 16ヘ リλ





















ス国民o三分の二以上は50歳以上まで生存するようになった，とされる (B.B. Gilbert， The 
R町 luti()n0/ N.ωional lnsurance in Great B円'tain:The Origins of the Welfare State， 
Michael Joseph， L阻 don，19E氏p.171)。イングランドとウエールズの65歳目上人口は. 1861 
年-93.2方人， 1871牛]07.5万人， 1881年118.9万人 1891年1?:l.3方人， 1901年151.8万人と増加した
(B. R. Mi比he¥l， Ahstract 01 British Historical Statistics， Cambridge， 196主p.12)。
6) W. Bev~rjdge， Social 1出 uranceand Allied Service， 1942， p.211.，山田雄三股訳『ベヴァ
リνジ報告社会保険及び関連ザーピス』至誠堂， 1975年.313ペー ジ。
7) 樫原朗『イギリス社会保障の史的研究 I~ 法律)J:;化社， 1973竿。
8) 小)1[喜 『イギリス社会政策史論』有斐閣， 1961年，小山路男，前掲書。
9) 名嶋和子「イギリスにおける世働組合の退職忠告什の形成と崩壊J(上)(下)r三田学会雑誌』錦
73事第4号』第5号.1980年，深沢和子「イギリスにおける1908年老齢年金法の成立と労働運動」
(1) ~阪南論集』第17巻第4 号. 1982年。
10) B. Semmel， lmperialism and Soc悶 lReform--English Soct'al-Imperial Thought 1895ー
1914， George Allen & Unwin， London， 1960，野口建彦野口照子訳『社会帝国主義史』み
すず書房， 1982，など。









































委員会 Royal Commission が設置され1へそうした場で老齢貧民問題や創設
すべき年金制度に関する論争が展開された。この年金論争を全体としてリード
したのは，チャールズ・プ スの年金案であった。
プ スは，著名なロ γ ドンの貧困調査『ロンドンの民衆の労働と生活~ (全
12) 友愛協会は18世紀末より，労働者が疾病時にそなえて相互扶劫をおこなう共済組織としてつく
られ， '"世紀末には170ノゴ人の労働者を組鱗しτいた。協会ま退職憧白老齢組合員に対して「栴
身的疾病給付Jpermanent sick payを支給していたが，それは， 特に疾病を要刊十とL苧い「終
身年金」に近い性質を有していた。例えぽ，組合員数百万人という最大の友愛協会であったマン
チェスタ ・ユユティ ManchesterUniげは1893年， 65歳以上の老齢組合員14，803人に疾病給
付を支払っていた (Retort0/ the Committee 0π Qld Age Pensions. Appendix X， 1.U. P 




G:国民帥拘怯険に関する下院特別委員会SelectCommittee on National Provident Insurance， 
1885年一1887年一
④老齢貧民に関する王立委員会 RoyalCommi回ion加 theAged Poor (アパー デア 委員会
Aberdare Commission) 189~ 年ー1895年七
G:老齢年金に関する大蔵委員会 TreasuryCommittee on Old Age P印 sions(ロスチャイル
ド委員会 RothschildCommittee) 1896年戸1898年。
④有資格な老齢貧民に関する下院特別委員会 SelectCommittee on old d回目vingpoor (チ
キ γ プリン委員会ChaplinCommittee) 1899やF0 

















14) ナヤ ルメ プ八(1840年 1916年〉は海運会社の社長を長く務めた企業家であ 3たが， 40 
歳代後三とより社会調査に着手した。 2年間にも及んだロンドン調査開始の軍政は「ロンドンの労
働者の25%以上は極貧状態の生活にある」という，社会主義者ハインドマン心土張に接したらと
にある。 乙のように，ブ スは社会主韮勢力への対抗意識から綿密な貧困調査を開始した CBel
inda Norman-Butler， YictoriaηAspirations: The Life and Labour of Charles and Mary 
B()(jth， George Allen & Unwin， London， 1972， p.70)0 
15) Charles Booth， Enumeration and Classihcation of Paupers， and the State Pensiom.: fo.r 
thc Aged， Journal 0/ the Royal Statistical Society， Vol. LTV，口押~. 1891， pp. 600-643 (1;.J.下
Enumerationと唱す〕。
16) Discussion (nl Mr. Bouth's Paper: Enumeration and Classification of Paupers and State 
PensiOns for the Aged， Journal 01 the Royal Statistical Society， Vol LV， Mar. 1892. pp. 
56-79 C以下 Discussionと略すJ。
17)α"τl臼 Booth，P田φerumand the Endowment o[ Old Age， Macmillan， London， 1892 (以
下，Endowmentと時す〕。ブー スは老断年金案の提唱櫨j イングランドとウエールズの全教区連
合を対象とした，老齢貧民生活実態アンケート調査を実施し，その結果を1894年， rイングラン
ドとウエー ルズにおける老齢貧民Jl(Charles Booth， The Aged Poor in Engl削 dand Wαles 
Coηdition， Macmil1anJ London， 1894)とLでまとめてL、る。























? ??????? ????????????? ??
~16歳 11，144，021人 315，457人 2且%
16~60 15，722，273 591，796 3.8 
60~65 812，028 65，889 8.1 
65~ 1，322，696 343，962 25.9 
言十 29，001，018 1，317，104 44.5 
(出所) Booth， Endowment， p.164 
18) Booth， Endu切ment，p. 155 
19) Ibid.， p.165. 
20) C. O. S はロンドンを中心に賞民救済活動をおこなった民間慈善団体である。個人主義と自
助， 国家援助の原則的拒絶など， ゲィタトリア期。賞困観に立つ活動方針を掲けていたn なお
C. O. S.活動家による C.O. S.運動の紹介書としてI H. Bosanquet， Social ~佑rk in London : 
1869 to 1912， London， John Mllrrl1.y， 1914，が詳しい。


























21) Booth， Endowment， pp. 168~ 180 
22) Ibiムp.221 




















あり，彼は「普遍的年金あるいは老人の全般的扶養の計画Jscheme for uni 





24) Ibid.， p.180 
25) Ibid.， p.196 
26) プ スの 1891年論文に関する討論のなかでフラック νイ C.Blackleyやスへイアズ E.R 
Speirsから出台れたす見(DiSCllssion，p. 67， p. 75-76)。





















27) ッドニー ・ウ品ツプ S.Webhが執筆したとされる王立救貧民委員会心905年1909年〉の少
数派報告では，改正救賞法後の老人に対する救貧行政を， (1)居宅保護の無差E師サ適用， (2)ワー ク
ハウスー テストの民主楢な適用による居宅保護の原則的廃止， (3)有資格の老齢貧民に対して， ワー
クハウスおよび居宅で寛大な処遇を例外的に実施，の三段暗に区分している(Th，M叩ortyRe~伊rt
01 the Poor Law Commiss2'on: Part 1. Break-up of the Poor Law， Longmans， London， 1909， 
pp. 309-321)。
28) Booth， op. cit.， p.22D 
29) マーγ ャル A.Marshallの見解(Discussω且 p.62)。
30) Booth， op. cit'J p. 237 

























32) C. Blackley， National Insurance， in M. 1. J. Blackley (ed.)， T，μift and National 






























34) Booth， op. cit.， p.190 
35) Ibid.. pp. 186-18i 
36) Ibid. 
37) lbid.， p.194 



























38) lbid" p. 235 



















階 層 | 家族の所得
(1) 極貧 quitepoor 
(2) 全〈の労働者階級の位置
(3) 中間階級下層 lowermiddle class 
(4) 中間階級








(出月9D Booth， Enumeration， p.635， Endowment， p.198 





















イングヲンドとウ z ノーレァ( 17，000 
スコットランドとアイノレランド 3，000
20，000 
(出所〉 日田th，Endowment p. 227. 







40) Booth， Enl.meration， p.636， Endowment， p.199 
41) Ibid" pp. 21千218
イギリ λ老齢年金成立史(1 ) (67) 67 
プー λ年金財源論の第ーの問滝点は， (2)項目に示される間接税の増税計画で
ある。彼は「年金経費を徴収するためには間接税も必要であり『税技きの朝























42) lbid.， p.227 


























点に関しては次稿の課題としたい。 (1983. 7. 1) 
45) 老齢年金を要求する労働者の運動については F.H. Stead， How Old Age Pensions Began 
to Be， Methuen， London， n.d.，深沢和子，前掲論文，参照。
